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1.　血清お よび組 織のト リグリセリド(以下 ＴＧ と略

記)は栄養的にも興味の多い研究対象であるが, TG の測

定 は複雑 であ るため， 日常 の検査項 目には加えられ てい

ない。私 は昨年本学会 におい てＴＧ 測定 法m. 着 法 を用

い る直接 法)を発表し たが，そ の後本 法に 適 す る吸着剤

を 選択す るため検討を続け た。

2.　血清および組織 のイソプロピル アル コール抽出液

に ゼオライト， フロリジzレ，骨炭末 を主 体とし た混合吸

着 剤を加えリン脂質 と糖 を除去し てケン化 後遊離し たグ

リセリンを酸化し，生じ たフ ォル ムアルデ ヒ ドにHan-

tsch の反応を応用して比色定量ナる。

3.　本 法に適した吸着剤 とし てゼオライ ト(170 ～200

mesh) とフロ リジル の等分混合吸着剤に骨炭末を1/5 の

割 合に混合し たものを用いた。 その他呈色試薬について

も検討 し，かつ本法で再現性良好な測定値をえるための

条件を検討した。


